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日時:201 4 年8 月5 日 ( 火)

1 3 時 ～1 7 時
会場: 子どもグサ ー フサポ ー トステ ー ション

仙台市青葉区中央3
- ㌻7

東日本建物仙台駅前ビル 6F
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主催川和 法大 鵬 サりT フケア研究会

ホ師 : 尾角 光美 氏
一 般社団法人リヴオ ン代表

定員 : 30 名

対点 : 子 ども ･ 若者の教育に携わる方

= 8 月1 日 (金) 1 6 時ま

お申込み方法

メ ー ル に てお申し込みくださし

g ri e f o f fi G e @ g m a il . c o m

件名に【8 月 5 日研修申込】､

本文に【氏名 ･ 所属 ･ 電話番号】を

明記の 上 ､ 送信してください ｡

右記の Q R コ
ー ドもご利用できます｡

主催 : NPO 法人仙台グリ
ー フ ケア 研究会

共催 : NP O 法人子 どもグリ
ー フ サポ ー

トス テ
ー シ ョ ン



2003 年 1 9 i で母 を自殺により亡くす ｡ 翌年
より3 年間 ､ あしなが青美食でホ気 ､ 災書､

自投 ､ テ ロ 等による遺児たちのグリ ー フケア

に携わる｡ 2 00 6 年以 乱 自殺予防や遺族の

ケア に関 して ､ 全国の自治体､ 学校などから

呼ばれ ､ 構漬 ･ ワ
ー クショ ッ プを開催し､ 特

に自殺予 防教書も兼ねた ｢ いの ちの捜♯J は

中学生か ら大学生 手で を対t として 自分と

他者の ｢ いの ち｣ をどう支えていくのかに つ

いて考えるきっ か けを届 けて いる｡
2 00 9 年リヴオン立 ち上1 1 02 年日の母の

日』 (t 嶋出版) ■書｡ 毎年母塵 亡くした人

講肝7ロワィ
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∴-リ ー 叫 頗 1 b げホ シ
● 二

生と死を共に考えたとき､ いのちが感じられる

子どるが 紺 する死に どのよぅ/ニ.対応したら点い の で L よ ぅか ?

人膚ば､ 粛とどラ府き合 っ た ら虔いのだろラか ?

誰もが経験する人の死 ｡ 児童 ･ 生徒がそれぞれに経験した人の死に向き合い ､ 人生

を生き抜く意味を考えるために ､ 私たちがで きる こと ‥ ･

今回の ワ ー

ク シ ョ ッ プで は ､ 教職員自身の経験や思い ､ 感情をふり返りながら､

児童 ･ 生徒にどのように寄り添い ､ 支えるのかを考えて いきたいと思います｡

● 仙台市営地下鉄 仙台駅 中央2 章出 口より徒歩1 分

ヤマダ電機地下の エスカレ ー タ ー をご利用ください

● J R 仙台駅より徒歩5 分

仙台ロフトわきの ペテ ストリアンデッキをご利用ください


